
総合教育会議資料

令和２年１０月２０日

学 校 教 育 課

就 学 前 教 育 課

コロナ禍における教育活動等の状況について

全世界で新型コロナウイルス感染症拡大防止の中で学校教育の充実が模索さ

れている。本市においては感染拡大地域ではないという前提の中で、恐れ過ぎず

教育を実践する方針で取り組んできたところである。

１ 臨時長期休業実施について

（１）第１次臨時休業実施

小・中学校・幼稚園：令和２年３月２日から３月２６日まで

※再登校する日：４月７日

高等学校：令和２年３月２日から３月１９日まで

※再登校予定日：４月８日

※卒業式入学式は、該当学年と保護者のみの出席で実施

（２）感染者確認による休業短期延長

①発生事案

３月２７日、フットサル大会での感染者認識

大会会場に多数の市内児童生徒を確認したため、臨時休業を４月８日か

ら１０日まで延長。（児童生徒の再登校を４月７日と設定していたため、

事案から２週間を確保）

※その間の始業式・入学式は登校日として最少人数で実施

（３）４月１３日：学校再開・給食開始

（４）国の緊急事態宣言を受けた第二次臨時休業実施

小・中学校・高等学校：令和２年４月２２日から５月６日まで

※その後、県の方針を受け再度延長（５月７・８日は学校再開）

小・中学校：令和２年５月１１日から５月１７日まで

高等学校：令和２年５月７日から５月３１日まで

※高等学校は広域から登校している実態を踏まえて県に準じる。

２ 学校再開後の授業時間確保と学習保障について

（１）義務教育段階

・臨時休校期間での失われた授業日は１６日
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・夏季長期休業期間の短縮による授業時間確保

１学期を８月７日まで延長することで授業時間数を確保

午前中授業実施で対応するが、４月から６月中に学校行事で消化する時

間を除いた授業時間数は回復可能と判断

（２）高等学校

・県立高校に準じた対応を実施

・１学期を８月７日まで延長、８月１７日から２学期始業により授業時間数

を回復

（３）学習保障の取組

・３密を回避しながら感染拡大地域ではないという前提でできる限りの学

習活動は実施

・（１）（２）の対応で長期臨時休業による失われた学習内容はほぼ解消

・以降、３密を回避する With コロナ期の学校教育実践を指示

３ 就学前教育保育での対応について

（１）長期臨時休業の実施

・幼稚園・認定こども園幼稚園部は小中学校に合わせて実施

・保育園、認定こども園保育部は未実施

（１）園児の体調管理の徹底

・検温カードの提出

（２）園内教育保育活動の工夫

・室内活動では間隔を開けて座らせる。

・同一活動でも複数の場所を設置して３密を避けた活動を工夫

・園庭開放を１２月末まで中止

４ 休業期間中の放課後児童クラブの開所について

（１）本市の放課後児童クラブの特徴

・社会福祉協議会へ運営委託

・ほとんどのクラブが学校敷地内に設置

・日頃から学校との連携により運営

（２）本市の休業中の児童クラブ開所方針

休業中は学校で児童の預かりをせず、あくまでも児童クラブが行うこ

とを徹底した。（文部科学省の意向を遵守）

社会福祉協議会では指導員不足のため午前中からの開所は困難との

ことであったため、各校の非常勤講師や市費学校サポートスタッフを活

用し、社会福祉協議会雇用の指導員として児童クラブの運営に協力させ
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た。また、学校の教職員が支援することも業務の一つであるという文科

省の見解により、どうしても人手が足りないクラブには教職員に一部支

援を依頼。こうして、児童クラブ自粛を促しつつ、１日開所を実現した。

（今後、休業中は同様の対応を実施）

５ コロナ禍の中で学校教育に関する市内でのベクトル合わせ

休校期間中は校長と再開後の学校運営を協議しながら市全体の方針を決定

し、基本的な取組事項はベクトルを合わせて、教育実践について、学校間で差

が出ないようにするよう徹底した。

（運動会、修学旅行、合唱コンクール等の主要な行事は市内で統一）

（１）運動会・体育会は３密を避けた協議実施や時間短縮をするなど工夫して全

校実施

（２）小中学校の修学旅行は県内日帰り旅行（中学校１校は近県への日帰り旅行）

に変更

商工高校は次年度へ延期、備南高校は未定

（３）その他校外学習、外部機関との連携教育等はできる限り実施

６ 学校内での感染者認識時の対応について

①対応指針・対応シミュレーション作成、市内で共通理解

②学校名、学年等非公表、校種のみ公表の方針。市内全校でマスコミ対応を共

通理解

③保護者地域等へ啓発チラシ配布（人権侵害、誹謗中傷の回避）：別紙参照

７ その他の取組について

①市費臨時学校サポートスタッフの増員

学校における消毒等の支援や教師の子どもと向き合う時間確保のための臨

時学校サポートスタッフを２８名に加えて２８名増加を臨時交付金を活用

して実現。（県の教師業務アシスタント活用の１４名増加とは別）

②その他

・消毒液等の随時配布

・学びの保障支援事業適正執行への支援実施

・修学旅行見直しに伴うキャンセル料等の捻出

・次期臨時長期休業に備えたオンライン学習の試行指示（スキルアップ支援

も実施）

・ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた施設備品整備と活用ガイドブックの

作成（オンライン学習の在り方を提示）
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・換気対策として小中学校の普通教室及び管理諸室（校長室、職員室、保健

室）の窓、就学前園では網戸設置のない保育室等の窓に網戸設置。

・学校再開後から１学期終了まで、路線バス通学をしている児童の３密対策

として市教委でバスを借り上げ増便

８ 現在の状況について

（１）感染不安欠席者

学校再開当初は市内で数名確認されたが、現在はいない。

（２）学校の教育活動について

大きな制限もなく、通常の教育活動に近い取り組みが行われている。

（３）現在の不安要素について

・風邪やインフルエンザ流行時期に入る中で、発熱等の児童生徒への対応は

徹底して慎重に行う必要がある。

・次年度の教育活動の編成において、先の見通しが立てられない状態でどう

考えて計画するか判断が困難である。
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令和 ２年１０月２０日

教育委員会教育総務課

GIGAスクール構想関連事業の進捗状況について（教育総務課所管分）

項 目 概 要 完了予定・進捗状況

ハ
ー
ド

１ 校内 LAN整備

個別最適化され、創造性を育む教育 ICT 環境を実現するため、児童生徒１人１台

端末を前提とした高速大容量（1Gbps 以上）の通信ネットワークを整備する。

各普通教室には無線 LANのアクセスポイントを設置する。

着工済（順次着工）

令和３年２月末頃完了見込

２ 1人 1台端末の整備

高速大容量の通信ネットワークを背景に、デジタル教科書をはじめとするデジタ

ルコンテンツをフルに活用できるよう、端末の 1人 1台環境を整備する。

国は当初、令和 5年度までに完了するロードマップを示していたが、コロナの影

響により、令和 2年度中の完了へ計画が前倒しされた。

入札済

令和３年１月納品見込

３
端末保管用充電保管

庫の整備

上記端末を安全に保管し、速やかに授業で活用できる環境を整備するため、各教

室に充電機能付き保管庫を設置する。
設置済

４ Wi-Fi ルータの整備

子どもの学びの保障と教育の機会均等の観点から、Wi-Fi 環境を整えられない家庭

においても家庭学習が可能となるよう、インターネット通信環境を整備する。

長期臨時休業時に、学習用 端末を家庭に持ち帰って使用する際に活用する。

SIMカードは別途契約する。（契約形態は検討中）

令和 2年 11月頃入札予定

ソ
フ
ト
１

GIGA スクールサポー

ターの配置

急速な学校の ICT 化を支援するため、学校における ICT 環境整備の設計や端末等

の使用マニュアル作成などの支援を行う。

各校 3時間/回×2回/月 訪問する。

令和 2年 9月配置済

総合教育会議資料
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令和2年10月20日

学 校 教 育 課

Ｒ４年度

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 １学期 夏休み ２学期 ３学期

周知 ガイドブック送付 具体の活用例取りまとめ 中学校区指定校による授業公開

研修 基礎研修（各校）　臨時校長会 zoom研修・教頭会 校長会
ロイロノート操作研修(３０日)

担当者会開催（管理について） 項目に特化した研修（ロイロ） 端末利用研修・担当者研修 項目に特化した研修（フォーム、ジャム、クラスルーム） 項目に特化した研修（管理コンソール）

運用方針策定 ガイドブック完成 一人一台端末導入の保護者説明作成

プログラミング 教材決定 教材入札 教材配布 研修

端末導入 随時 年度更新作業 次年度の端末分配

アカウント整備 アカウント準備 端末と同時に配布 年度更新作業 年度更新作業

通信環境整備 随時

GIGAサポータ関連 端末導入 端末・アカウント配布 校内ルール相談 年度更新作業 未定

貸出ルーター整備 未定

校長会 一人一台端末導入の保護者説明作成・配布 家庭のWi-Fi環境調査・取りまとめ 授業での活用状況の把握 ＡＩドリル検討・選定 家庭のWi-Fi環境調査・取りまとめ

端末に対する保険の検討 校内ルール及び、校内運用体制の構築 管理運用組織編成 校内情報担当者会開催 校内ルール作成 校内ルールの周知・徹底

第１回担当者会 校内で周知 第２回担当者会

端末整備 Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム設定

県の端末利用方針 STAGE３（ＩＣＴ中心の単元を構想）

使用頻度 児童・生徒への説明 １日１時間 １日１時間 １日１時間 １日１時間 １日２時間 １日３時間 １日３時間以上（文具のように）

授業 使用場面の検討 使用事例の蓄積 遠隔授業試行 校内で授業公開 参観日での使用等、外部への情報発信

端末操作 ログイン等基礎操作の理解 カメラ・ブラウザ使用 チエルでの一括管理理解

ロイロ ロイロノート試行 ロイロノート活用した授業

google 教師用のgoogleアカウント使用 Google for education試行 Google for educationを活用した授業 Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム本格運用

その他

端末が来ることを知る 端末の使用ルールを知る 電源を入れる、切る 記録、保存できる 入力できる 必要なことを検索できる 遠隔授業体験 文章作成 使い場面を教師と共に決める

ログインできる カメラ、ビデオが使用できる 検索できる 写真や動画で記録できる 共同編集できる 自由自在に活用できる。

ＱＲコードを読み込み、使用できる

情報モラル アカウント・パスワードの大切さ 写真等の個人情報 情報発信時の注意点

ツール meet

対応

試行

総合教育会議資料

ＧＩＧＡスクール構想　ロードマップ

Ｒ２年度 Ｒ３年度

操作説明動画配布・希望校へ訪問しての研修

校内の具体の準備・試行・校内研修の開催

ＧＩＧＡスクール構想の概要理解 端末運用及び、校務支援ソフト運用について策定

STAGE１（知る） STAGE２（ＩＣＴを授業内に設定）

教師がインターネット上の資料、カメラ機能を使った授業

googleの各アプリの確認

zoom zoom又はmeet meet×クラスルーム

以前までの休業対応+朝の会、健康観察程度の配信 以前までの対応+朝の会+１時間程度学習支援 以前までの対応+朝の会+１時間程度学習支援+Ｗｅｂでプリント配布

formによるアンケート収集　資料配付 端末持ち帰りによる、遠隔授業実施

学校教育課

教育総務課

管理職

情報担当者

全て日常的に使用

児童・生徒

習得する知識・技能

臨時休業時対応

教育委員会

学校
教職員
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